
厚生労働省、総務省の連名通知
（平成３１年１月）

水道の基盤強化に向け、 広域化の推進方針や当面の取組を示すものとして

「水道広域化推進プラン」を各都道府県が令和４年度末までに策定すること

水道事業者ごとに経営状況や事業統合の必要性についての認識が異なることから、

平成２８年４月に秩父地域１市４町の事業統合が実現した以外、他ブロックは進展なし

事業統合に限定せず、

他の選択肢も含めた広域化の推進が必要

【これまでの取組結果と今後の課題】

「埼玉県水道ビジョン」について、

これまでの取組結果等を踏まえ、広域化に係る内容を充実させ、「水道広域化推進プラン」を兼ねるものとして改定

■改定の要点

「埼玉県水道ビジョン」の改定について

将来の県内水道１本化も見据えつつ、
各水道事業者の実情に応じた多様な広域化に取り組み、
事業基盤を強化し、恒久的に安全な水を県民に提供

将来の県内水道１本化を見据え、
ブロック単位での事業統合による広域化に取り組み、
事業基盤を強化し、恒久的に安全な水を県民に提供
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■改定の背景

※「水道広域化推進プラン」については、策定後に総合計画たる「水道ビジョン」へ移行することを前提としており、
既に「水道ビジョン」が策定されている場合は、その活用が可能とされている

○水道広域化推進プラン

○埼玉県水道ビジョン

水道の計画的な整備・拡張に向け、昭和６２年に「埼玉県水道整備基本構想」を策定

埼玉県生活衛生課

厚生労働省の通知
（平成１７年１０月）

～水道は拡張整備から基盤強化の時代へ～
都道府県は「水道整備基本構想」の見直しに努め、
将来の方向性や必要な取組を示すものとして、

「水道ビジョン」の作成を検討すること

基盤強化には広域化が有効であることから、
将来の県内水道１本化を見据え、県域を１２の
ブロックに分け、ブロック単位の統合を目指す

平成２３年３月
「埼玉県水道整備基本構想」を改定し、

「埼玉県水道ビジョン」として位置付け



■改定の概要（基本施策）

改定前 改定後

◆技術基盤の強化（確実な技術継承等）

◆水質管理体制の強化

◆水質汚濁に対する適切な対応

◆利水安全度、地盤沈下を考慮した水源確保

◆県民ニーズに応じた質的向上施策の検討

◆給水水質の向上

◆渇水・災害に強い水道の構築

◆技術継承体制の整備

◆事業統合による広域化の推進

◆計画的で合理的な設備投資

◆県民サービスの向上

◆高料金化の抑制

◆計画管理の実践

◆環境に配慮した事業運営

◆国際貢献の推進

◆水質管理体制の強化

◆県全体としての水源の有効利用

安心

安定

持続

環境

国際

◆財政基盤の強化（経営の効率化等）

◆施設基盤の強化（計画的な施設更新等）

◆県民に理解を求めるための情報提供

◆環境負荷の低減

◆国際貢献の継続・拡充

◆計画の適切な進行管理

◆災害に強い水道の構築

◆水源の水質汚濁に対する適切な対応

◆給水水質の向上

◆県民ニーズに応じた良質な水の供給
安全

強靭

持続

◆多様な広域化の推進

‣システムの共同利用

‣事業統合(水平、垂直)

‣技術連携(企業局と水道事業者の連携等)

‣施設の共同設置

‣事務の共同処理(給水工事業者指定事務等)

‣資材の共同購入

‣情報連携(保有情報の共有・活用) 等

◆ＤＸの推進（新規追加）

‣施設台帳の電子化

‣デジタル技術を活用した検針、設備管理 等

‣事業統合(水平、垂直)
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「埼玉県水道ビジョン」の改定について

※水平統合…水道事業同士の統合
［市町村水道同士の統合］

※垂直統合…水道用水供給事業と水道事業との統合
［県企業局と市町村水道との統合］
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